
                

 

令和６年６⽉６⽇ 
 報道機関各位 

（公財）アイヌ⺠族⽂化財団 
 

『ウアイヌコㇿ宣言』を発表します 
〜共⽣社会の実現を⽬指し、レイシャル・ハラスメント対策を実施〜 

 このところ、アイヌ⺠族をめぐる差別の問題がいろいろなメディアなどで取り沙汰
されており、また、新しい概念である「マイクロアグレッション（※1）」が注⽬され
るなど、レイシャル・ハラスメント（※2）の問題に関心が高まっています。 
 そのため、当財団としては、「レイシャル・ハラスメントは許さない」との信念のも
と、レイシャル・ハラスメントに当たる⾏為に対して毅然として対応する姿勢を  
『ウアイヌコㇿ宣言（※3）』として表明するとともに、職員の知識や健康の増進と安
全・安心な就業環境を確保するため、各種の取組を進めることとしました。 

※1 マイクロアグレッションとは、マイノリティに対して、意識的か無意識的かに
かかわらず、敵意や侮辱を伝える些細でありふれた⽇常的な言動のことです。 

※2 レイシャル・ハラスメントとは、⺠族や⼈種、国籍を理由に暴言、侮辱及び差
別的言動を⾏い個⼈⼜は集団の尊厳を害することです。 

※3 ウアイヌコㇿとは、アイヌ語で「尊敬しあう」という意味です。 
 
○発表内容（別添資料参照） 

(1)「職員の皆さんへ」 
 当財団理事⻑から職員に向けたメッセージです。 

(2)「レイシャル・ハラスメント対応方針」 
 当財団において、レイシャル・ハラスメント対策として講じる取組を掲げています。 

(3)「ウアイヌコㇿ宣言」 
 当財団が、レイシャル・ハラスメントは許さないとの信念のもと、レイシャル・ハラス
メントに当たる⾏為に対して毅然として対応するとともに、アイヌ⽂化の振興、アイヌの
伝統等に関する知識の普及・啓発などの活動を通じ、多様な価値観が共⽣し、アイヌ⺠族
の誇りが尊重される共⽣社会、すなわち差別のない社会の実現を⽬指すことを宣言するも
のです。（今般取りまとめの上、6 ⽉ 4 ⽇の当財団の理事会に報告しました。） 
 この宣言は、ポスター及びチラシとして、ウポポイ園内や当財団札幌事務所など所要の
箇所に掲出・配布します。 

 【問い合わせ先】 
（公財）アイヌ⺠族⽂化財団 事務局 

 特別参与 齊藤、参与 谷、参事 岡本 
  e-mail︓ainu@ff-ainu.or.jp 
  TEL︓011-271-4171 
  FAX︓011-271-4181 
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職員の皆さ んへ 

━ レイ シャ ル・ ハラ スメ ント に対処するために ━ 
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理事⻑  常本照樹 

 

こ のと こ ろ 、 アイ ヌ 民族に対する差別的な言動が様々なメ ディ アで取り 上げら れるなど、 民族差別の

問題が注目さ れています。  

「 アイ ヌ の人々の誇り が尊重さ れる社会を 実現するための施策の推進に関する法律（ 平成 31 年法律

第 16 号。 いわゆる「 アイ ヌ 施策推進法」）」 の第 4 条には「 何人も 、 アイ ヌ の人々に対し て、 アイ ヌ で

あるこ と を理由と し て、 差別するこ と その他の権利利益を 侵害する行為をし てはなら ない」 と 規定さ れ

ていますが、 こ う し た法律を 俟つまでも なく 、 民族差別やレイ シャ ル・ ハラ スメ ント はあっ てはなら な

いも のです。  

 

当財団の定款では、 第３ 条 （ 目的） で 「 こ の法人は、 アイ ヌ 文化の振興、 アイ ヌ の伝統及びアイ ヌ 文

化（ 以下「 アイ ヌ の伝統等」 と いう 。） に関する知識の普及及び啓発（ 以下「 アイ ヌ 文化の振興等」 と い

う 。） を 図るための施策の推進並びに民族共生象徴空間を運営し 、 も っ て、 多様な価値観が共生し 、 アイ

ヌ の人々の民族と し ての誇り が尊重さ れる共生社会の実現を図り 、 あわせて我が国の多様な文化の一層

の発展に寄与するこ と を目的と する。」 と 規定し ています。  

つまり 、 当財団は、 ウポポイ の運営や各種の事業を 実施すると いっ た役割・ 使命を果たすこ と を 通じ

て、 上記の 「 多様な価値観が共生し 、 アイ ヌ の人々の民族と し ての誇り が尊重さ れる共生社会」 すなわ

ち、 差別のない社会の実現を 図る こ と を目的と し ているのです。  

ですから 、 職員の皆さ んには、 日ごろ 携わっ ているアイ ヌ 文化の伝承や発展、 文化・ 歴史に関する調

査研究やアイ ヌ の伝統等の普及啓発に関する事業が、 上記のよう な高邁な理念を実現するためのも ので

あると の認識のも と 、使命感を持っ て自ら の仕事に取り 組んでいただく よう 、あら ためてお願いし ます。 

 

一方で、職員の皆さ んが、日々、ウポポイ の来場者に対応し たり 、仕事でいろ いろ な人と 接する中で、

心無い言葉を 投げかけら れたり 、 あるいは悪意はないも のの無遠慮な質問を さ れたり するこ と によっ て

傷つき 、 あるいはスト レスやわだかまり を 抱えると いっ た事例があり 、 ひどい場合には、 精神面に不調

を き たす可能性も あり ます。  

 

当財団と し ては、 レ イ シャ ル・ ハラ スメ ント は許さ ないと の信念のも と 、 レ イ シャ ル・ ハラ スメ ント

に当たる 行為に対し て毅然と し て対応すると と も に、 職員の健康と 安全・ 安心な就業環境を 確保するた

め、 『 レ イ シャ ル・ ハラ スメ ン ト 対応方針』 を 別紙のと おり 取り まと め、 各種の取組を進めるこ と と し ま

し た。  

ついては、 職員の皆様にはこ れら の取組の趣旨と 内容についてご理解いただく と と も に、 必要に応じ

てご協力いただき ますよう お願いいたし ます。  

  



   

 

 

レ イ シャ ル・ ハラ スメ ント 対応方針 
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１ ． レイ シャ ル・ ハラ スメ ント を 許さ ない旨の「 ウアイ ヌ コ ㇿ 宣言」  

 当財団と し て、 多様な価値観が共生し 、 アイ ヌ の人々の民族と し ての誇り が尊重さ れる共生社会の

実現を 目指すと と も に、 個人や民族の尊厳を 損なう レ イ シャ ル・ ハラ スメ ント （ 注１ ） を 許さ ない旨、

対外的に宣言し ます。（「 ウアイ ヌ コ ㇿ 」 と は、 アイ ヌ 語で「 尊敬し あう 」 と いう 意味です。）。  

２ ． 職員アンケート  

 職員が直面するレイ シャ ル・ ハラ スメ ント について、 その実態を 把握するため、 職員を 対象と し た

アンケート を 実施し ます。 職員の皆さ んには、 可能な範囲でご協力をお願いし ます。  

３ ． 専門家による講演会 

 レ イ シャ ル・ ハラ スメ ン ト の問題について詳し い専門家をお招き し 、 講演し ていただく 機会を 設け

ます。  

４ ． グループワーク  

 こ う し た取組に協力し ていただける職員に集まっ ていただき 、 お互いの経験を話し 合い、 悩みにつ

いて考えたり 、 対処方法について共有し たり するこ と のでき る「 グループワーク 」 的な取組を実施し

ます。  

５ ． その他 

 上記の取組を取り まと め、 職員間で共有でき るよう にし ます。  

 また、 実際にハラ スメ ント を 受けた場合の対応方法についてまと めると と も に、「 ハラ スメ ント 相

談窓口」 において相談を受け付けます（ 注２ ）。  

 各取組の具体的な実施方法等については、 改めて周知し ます。  

 

（ 注１ ）『 レ イ シャ ル・ ハラ スメ ン ト 』 と は 

 民族や人種、 国籍を 理由に暴言、 侮辱及び差別的言動を 行い個人又は集団の尊厳を 害する こ と を いいま

す。 マイ ク ロ アグレ ッ ショ ン ※も レ イ シャ ル・ ハラ スメ ント の一部に含まれる こ と があり ます。  

※ マイ ク ロアグレ ッ ショ ンと は、 マイ ノ リ ティ に対し て、 意識的か無意識的かにかかわら ず、 敵意や侮

辱を 伝える些細であり ふれた日常的な言動のこ と （ 出典: 金明秀 2018   『 レ イ シャ ルハラ スメ ン ト Q＆

A』 解放出版社）。  

（ 参考） レ イ シャ ル・ ハラ スメ ン ト と なる可能性のある 言動の例 

①アイ ヌ 民族であるこ と を 理由と し た侮辱的、 否定的、 排除的、 攻撃的な言動 

②近代化の過程において、 差別を さ れ貧窮を 余儀なく さ れたアイ ヌ の人々が多数に上っ たと いう 歴史的

事実の否定 

③アイ ヌ の人々が日本列島北部周辺、 と り わけ北海道に先住し 、 独自の言語、 宗教や文化の独自性を 有

する 先住民族であるこ と の否定 

④アイ ヌ にルーツを 持つこ と について、 勝手に公表し たり 、 問いただし たり する こ と  

（ 注２ ） 相談窓口 

「 公益財団法人アイ ヌ 民族文化財団ハラ スメ ント の防止等に関する基本指針｣（ 令和６ 年１ 月１ 日、 公財

ア人第３ ６ 号） 第７ 参照。   

【 別紙】  



民族や人種、国籍を 理由に暴言、侮辱及び差別的言動を行い個人又は集団の尊厳を害すること をいいます。マイ

クロアグレッ ショ ン（ 注）もレイシャル・ ハラスメ ント の一部に含まれること があります。

（ 注）マイク ロアグレッ ショ ンと は、マイノ リ ティ に対して、意識的か無意識的かにかかわらず、敵意や侮辱を 伝える些細であり ふれた日

常的な言動のこと（ 出典： 金明秀2 0 18  『 レ イシャルハラスメ ント Q＆A』解放出版社）。

❶アイヌ民族であること を 理由とし た侮辱的、否定的、排除的、攻撃的な言動

❷近代化の過程において、差別をさ れ貧窮を余儀なく さ れたアイヌの人々が多数に上ったと いう 歴史的事実

の否定

❸アイヌの人々が日本列島北部周辺、と り わけ北海道に先住し 、独自の言語、宗教や文化の独自性を有す

る先住民族であること の否定

❹アイヌにルーツを持つこと について、勝手に公表し たり 、問いただし たり すること

2 0 2 4（ 令和6 ）年6 月

一、私たちアイヌ民族文化財団は、

私たちの使命であるアイヌ文化の振興、アイヌ の伝統等に関する 知識の普及・ 啓

発などの活動を 通じ 、多様な価値観を 共有し 、アイヌ 民族の誇り が尊重さ れる

共生社会の実現を目指し ます。

一、私たちアイヌ民族文化財団は、

アイヌ 政策の「 扇の要」である民族共生象徴空間『 ウポポイ 』を 、アイヌ 文化の復

興・ 創造等の拠点とし て 、また、将来に向けて先住民族の尊厳を 尊重し 、差別の

ない多様で 豊かな文化を持つ活力ある社会を 築いていく ための象徴として適切

に管理運営し ます。

そして

一、私たちアイヌ民族文化財団は、

個人や民族の尊厳を 損なう 差別や嫌がら せなどの「 レ イシャル・ ハラスメ ント 」

を許し ません！

※アイヌ民族に対する差別は「 アイヌの人々の誇り が尊重される社会を実現するための施策の推進に関する法律（ アイヌ 施策推進法）」

の第４ 条「 アイヌ民族に対する差別の禁止」でも 禁止されています。

『 レ イ シャル・ ハラスメ ント 』と は

 参考  レ イ シャル・ ハラ スメ ント と なる可能性のある言動の例
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「 ウアイヌコㇿ 」と は、アイヌ 語で「 尊敬し あう 」と いう 意味です。

ウアイヌコ ロ宣言


